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【
巻
頭
言
】

Welcome

　
「
確
か
な
学
力
」と
い
う
言
葉
で
表

現
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
イ
メ
ー
ジ

的
に
言
え
ば
「
テ
ス
ト
の
点
数
だ
け

で
な
い
学
力
」「
受
験
学
力
だ
け
で

は
な
い
学
力
」。
言
い
換
え
る
な
ら

ば「
上
辺
だ
け
の
学
力
で
な
い
」「
そ

の
場
限
り
の
一
時
的
な
学
力
で
な

い
」と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
つ
い
て

の
中
教
審
の
答
申（
平
成
20
年
1
月
）

で
も
、
改
正
学
校
教
育
法（
19
年
6

月
）で
も
、「
確
か
な
学
力
」の
具
体

的
内
容
に
つ
い
て
は
①
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
②
知
識
・

技
能
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
③
学
習
意
欲
か
ら
成
る
も
の

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
と
し
て
も
、
い

か
に
も
要
素
集
合
的
で
統
一
し
た
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
は
捉
え
に
く
い
も
の

で
す
。
結
局
、「
確
か
な
学
力
」と
は

何
で
あ
る
の
か
、
そ
の
育
成
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
を
も
っ
と
明
確
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

私
は
こ
れ
を
「
能
動
的
な
知
性
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
ま
す
。「
知

性
」と
は
、
人
類
の
学
名「
ホ
モ
・
サ

ピ
エ
ン
ス
」の
「
サ
ピ
エ
ン
ス
」で
あ

り
、
ま
た
そ
の
原
語
と
な
っ
た
「
サ

ピ
エ
ン
テ
ィ
ア
」で
す
。
こ
れ
こ
そ

が
種
と
し
て
の
人
の
本
質
的
な
特
性

で
あ
り
、
他
生
物
に
は
な
い
誇
る
べ

き
と
こ
ろ
と
古
来
言
わ
れ
て
き
た
も

の
で
す
。

　
「
知
性
」と
は
「
多
く
の
物
事
を
よ

く
知
り
」、
そ
う
し
た
知
識
や
理
解

を
活
用
し
つ
つ
「
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
つ
い
て
よ
く
考
え
、
妥
当
適
切
な

結
論
を
得
る
」こ
と
が
で
き
る
力
で

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
う
し

た
「
知
性
」
は
受
け
身
の
姿
勢
の
ま

ま
で
は
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

能
動
性
の
中
で
、
前
向
き
の
意
欲
的

な
姿
勢
の
現
れ
と
し
て
発
揮
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
知
性
」
を
身
に
付

け
て
お
け
ば
、
自
ら
の
感
情
に
流
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
周
囲
の
雰
囲

気
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
冷

静
か
つ
的
確
に
物
事
を
判
断
で
き
ま

す
。
こ
の
意
味
に
お
い
て「
知
性
」は

ま
た「
理
性
」の
重
要
な
土
台
と
も
な

る
は
ず
で
す
。

　

勉
強
や
努
力
を
嫌
っ
て
安
易
さ
の

み
を
求
め
た「
ゆ
と
り
教
育
」の
気
風

を
今
こ
そ
一
掃
し
た
い
も
の
で
す
。

「
反
知
性
主
義
」
は
学
校
教
育
の
敵

で
あ
る
こ
と
を
教
育
関
係
者
の
誰
も

が
再
確
認
し
、「
能
動
的
な
知
性
」の

育
成
に
あ
ら
た
め
て
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

能 動 的 知 性 と し て の 「 確 か な 学 力 」

学長  梶
かじ

田
た

叡
えい

一
いち
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C
a
m
p
u
s To

p
ic
s

C
o
n
te

n
ts

June,2008

4日
◎大学院学校教育研究科入学式
◎学部入学式
◎教職大学院開設記念式典

9日
◎附属小学校・中学校入学式
10日
◎附属幼稚園入園式
11日
◎大学院連合学校教育学研究科
入学式
16日
◎日韓教育大学学長懇談会

7日〜6月25日
◎公開講座「和文化体験講座－居
合道の理念と技法－」（全8回）

10日〜6月21日、
9月6日〜10月18日
◎公開講座「楽しくてうまくなるテ
ニス教室」（全14回）
17日〜7月5日
◎公開講座「＂コミュニケーション＂
を問い直す－信頼し合える人間関
係を築くために－」（全8回）

入学者選抜試験合格者発表
◎附属小学校入学選考結果発表

（2次）
25日〜26日
◎学部前期日程入学者選抜試験
27日〜29日
◎附属小学校うれしのフェスティバル

6日
◎学部前期日程入学者選抜試験
等合格者発表
8日
◎附属中学校卒業証書授与式
12日
◎学部後期日程入学者選抜試験
17日
◎附属幼稚園修了証書授与式
18日
◎附属小学校卒業証書授与式
20日
◎学部後期日程入学者選抜試験
合格者発表
21日
◎大学院学校教育研究科学位記
授与式
◎学部学位記授与式

◎大学院学校教育研究科（夜間
クラス）学位記授与式
24日
◎大学院連合学校教育学研究科
学位記授与式

2日
◎小野市との連携協定記念特別公
開講座「子どもの学びへの関心を伸
ばす家庭リソース（資源）」
6日
◎三木市との連携協定記念特別公
開講座「これからの学校はどうなるか」
7日
◎附属中学校立志式
9日
◎大学院学校教育研究科説明会

（神戸）
13日
◎学部推薦入学者選抜試験合格
者発表
16日
◎北播磨地域学習フォーラム「北
播磨の魅力を拓く─豊かな自然と
の共生─」
17日
◎大学院連合学校教育学研究科
入学者選抜試験
19日
◎附属中学校入学選考結果発表

（2次）
20日
◎大学院連合学校教育学研究科

【兵庫教育大学の動き】
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創立30周年特別企画
全国の教育現場に
必要とされる人材を送り続けて30年

教育最前線
働きながら大学院に通い
教育実践力を身に付ける

研究レポート
食品成分は環境汚染物質の毒性を
軽減する機能を有するか
岸田恵津（自然・生活教育学系教授）

教育時事一問一答
教員の著書紹介

私たちの先生
新山眞弓准教授（体育・芸術教育学系）

卒業生からの手紙

キャンパス通信

うれしの交差点
ダイナミックなよさこいで
地域住民との交流の輪を広げます
よさこい部「チーム鬼灯」

兵庫教育大学からのお知らせ

15

16
18

20

【目次】

2月

3月

5月

4月

は じ め ま し て

中
なか

村
むら

菜
な

々
な

子
こ

（臨床・健康教育学系准教授）

　4月1日に着任し、学校心理臨床研究分野を担当し
ています。これまで2つの大学の研究センターで助手、
広島県内の私立大学で講師を務め、生涯発達、すな
わち子どもから成人、高齢期までのさまざまな局面で生

じるストレスへの有効な対処と予防に関する研究と実践について、認知行
動療法の観点から取り組んできました。今後も研究、実践、教育の充実に
精一杯取り組みます。よろしくお願いします。
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全
国
の
教
育
現
場
に

必
要
と
さ
れ
る
人
材
を

送
り
続
け
て
30
年

創
立

₃₀
周
年

特
別

企
画

　

今
か
ら
₃₀
年
前
の
昭
和
₅₃
年
₁₀
月
、兵
庫
教
育
大
学
は
、主
に
現
職
教
員
を
対
象
に〝
教
師
教
育
〞を
行

う
大
学
院
修
士
課
程
と
、初
等
教
育
教
員
を
養
成
す
る
学
校
教
育
学
部
を
持
つ
、新
構
想
の
教
員
養
成
大

学
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、平
成
8
年
度
に
連
合
大
学
院
博
士
課
程
、₂₀
年
度
に
は
専
門
職
学

位
課
程（
教
職
大
学
院
）を
設
置
。卒
業
・
修
了
生
は
延
べ
1
万
1
0
0
0
人
以
上
に
の
ぼ
り
、そ
の
多
く
は

全
国
の
教
育
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

教
師
教
育
や
教
員
養
成
に
取
り
組
む

一
方
で
、創
設
当
初
か
ら「
社
会
に
開
か

れ
た
大
学
」を
掲
げ
、大
学
が
有
す
る
知

的
・
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
、社
会
貢

献
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

卒業生と修了生の
活躍こそが
30年間の一番の功績

大学の知的・人的・
物的資源を
地域社会に還元

　

兵
庫
教
育
大
学
は
、
全
国
の
国
立
大

学
教
員
養
成
学
部
に
お
け
る
教
員
就
職

率
が
平
成
10
年
か
ら
現
在
ま
で
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
に
あ
り
、
こ
こ
4
年
は
連
続
し

て
全
国
1
位
に
輝
い
て
い
ま
す
。
兵
庫

教
育
大
学
は
教
員
を
め
ざ
す
人
に
と
っ

て
「
夢
を
現
実
に
す
る
大
学
」
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
教
員
就
職
率
と
い
う
数
値

的
な
指
標
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
卒

業
・
修
了
後
の
一
人
一
人
の
活
躍
こ
そ
、

大
学
が
こ
の
30
年
間
で
果
た
し
て
き
た

功
績
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

　

大
学
が
取
り
組
む
社
会
貢
献
活
動
と

は
、
諸
研
究
の
成
果
を
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
還
元
す
る
こ
と
で
す
。
兵

庫
教
育
大
学
で
も
知
的
・
人
的
・
物
的
資

源
を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献

事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
14

年
に
は
「
地
域
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
地
域
と
の
連
携
事
業
を
円
滑

に
進
め
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

現
在
の
主
な
社
会
貢
献
事
業
と
し
て

は
、
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
現
職

教
員
の
研
修
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
、
一
般
市
民
も
対
象
と
し
た
公
開
講

教
員
就
職
率

昭和50（1975）年11月1日

53（1978）年10月１日

55（1980）年４月１日

４月10日

63（1988）年11月19日

平成８（1996）年４月１日

10（1998）年10月23日

12（2000）年４月１日

16（2004）年４月１日

18（2006）年９月23日

20（2008）年４月１日

文部省内に「教員大学院大学創設準備室」を設置

兵庫教育大学開学

学校教育学部を設置（57年度から学生を受け入れ）

大学院学校教育研究科（修士課程）設置

附属小学校・幼稚園第1回入学（園）式

開学10周年記念集会

大学院連合学校教育学研究科（博士課程）設置

開学20周年記念式典（シンポジウムほか）

大学院神戸サテライト設置

連合大学院大阪サテライト設置

大学院連合学校教育学研究科（博士課程）創立10周年記念式典

教職大学院設置

学
校
教
育
学
部
卒
業
者
の

年
度
別
就
職
状
況
の
推
移

調査対象：3月卒業者（留学生を除く）
※各年9月30日の時点で集計
※全国順位は教員養成課程のある
国立48大学の中でのもの

卒業年度
（平成）

教員
就職率

全国
平均

兵庫
教育大学の
全国順位

9 43.8% 34.8% 7位

10 44.0% 32.0% 3位

11 50.5% 33.7% 1位

12 57.1% 37.8% 2位

13 68.4% 45.0% 1位

14 69.9% 52.2% 2位

15 74.2% 55.5% 1位

16 82.1% 56.4% 1位

17 76.9% 56.2% 1位

18 79.7% 56.9% 1位

名
な

須
す

川
かわ

知
とも

子
こ

基礎教育学系教授

田
た

中
なか

雅
まさ

和
かず

社会・言語教育学系教授

連合大学院第１回入学式開学20周年記念シンポジウム

19961998
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学
部
卒
業
生
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に
は
学

校
現
場
で
あ
ま
り
目
立
つ
存
在
で
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
5
年
、
10
年
が

経
つ
に
つ
れ
て
い
ぶ
し
銀
の
輝
き
を
放

ち
始
め
ま
す
。
そ
う
い
う
現
場
か
ら
の

声
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
し
、
私
自
身
も

実
際
に
何
度
も
目
に
し
ま
し
た
。

　

大
学
院
修
了
生
も
理
念
を
持
ち
、
地

道
に
兵
庫
教
育
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
い
る
姿
に
よ
く
出
会
い
ま
す
。

彼
ら
は
大
学
院
時
代
を
振
り
返
り
、「
疑

問
を
解
決
す
る
思
考
法
を
学
ん
だ
」「
今

ま
で
の
教
師
と
し
て
の
生
き
方
を
顧
み

る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
と
話
し
ま
す
。

　

現
職
教
員
で
あ
る
大
学
院
生
た
ち
が

キ
ャ
ン
パ
ス
で
生
き
生
き
と
語
り
合
っ

て
い
る
様
子
を
見
る
に
つ
け
、
そ
れ
ぞ

れ
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い

る
の
だ
と
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
学
部
生

は
、
社
会
経
験
を
積
ん
で
き
た
大
学
院

生
が
多
く
い
る
環
境
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
他
大
学
と
大
き
く
異
な
る

部
分
で
あ
り
、
学
部
生
は
異
口
同
音
に

「
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
の
環
境

が
楽
し
く
な
る
」
と
言
い
ま
す
。

　

大
学
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
学
生

の
成
長
と
そ
の
後
の
発
展
で
す
。
兵
庫

教
育
大
学
は
学
生
が
自
ら
の
能
力
を
伸

ば
す
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
環
境
で

し
ょ
う
。
卒
業
生
や
修
了
生
た
ち
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

座
や
講
習
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
学
校

現
場
や
生
涯
学
習
の
場
な
ど
に
大
学
教

員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
「
ス
ク
ー

ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」、
子
ど

も
の
心
理
や
発
達
、
学
校
教
育
な
ど
に

関
す
る
種
々
の
相
談
室
も
多
く
の
人
々

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
的
な
活
動
に
も
活
発
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
芸
術
系
コ
ー
ス
の
教

員
や
学
生
に
よ
る
音
楽
会
や
美
術
作

品
の
展
覧
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
北
播
磨
の
自
治
体
や
住
民
と

と
も
に
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
、

芸
術
、
自
然
な
ど
多
分
野
に
わ
た
る

＂
北
播
磨
地
域
学
＂
の
創
造
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
公
開
講
座
を
中
心
と

し
た
大
学
開
放
事
業
や
社
会
連
携
事
業

な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
教
育
、
学
術
、

文
化
の
進
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

30
年
の

あ
ゆ
み

昭和50（1975）年11月1日

53（1978）年10月１日

55（1980）年４月１日

４月10日

63（1988）年11月19日

平成８（1996）年４月１日

10（1998）年10月23日

12（2000）年４月１日

16（2004）年４月１日

18（2006）年９月23日

20（2008）年４月１日

文部省内に「教員大学院大学創設準備室」を設置

兵庫教育大学開学

学校教育学部を設置（57年度から学生を受け入れ）

大学院学校教育研究科（修士課程）設置

附属小学校・幼稚園第1回入学（園）式

開学10周年記念集会

大学院連合学校教育学研究科（博士課程）設置

開学20周年記念式典（シンポジウムほか）

大学院神戸サテライト設置

連合大学院大阪サテライト設置

大学院連合学校教育学研究科（博士課程）創立10周年記念式典

教職大学院設置

北播磨地域学習フォーラム

学校管理職・教育行政職特別研修

スクール・パートナーシップ事業

公開講座

近隣市との連携協議会

開学20周年記念シンポジウム教職大学院開設記念式典

2008

神戸サテライト開所披露式連合大学院創立１０周年記念式典

20002006
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3
つ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
柱
に

　

₃₀
年
前
、
新
構
想
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ

た
兵
庫
教
育
大
学
に
は
3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

︵
使
命
︶が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
現
職
教
員
を

大
学
院
で
再
教
育
し
て
、
日
本
の
教
育
界
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
こ
と
。
次
に
、

学
部
学
生
と
大
学
か
ら
直
接
大
学
院
に
入
学

し
た
ス
ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
教
育
し
て
高

度
な
力
量
を
持
っ
た
教
員
に
養
成
す
る
こ
と
。

最
後
に
、
新
し
い
教
育
実
践
に
つ
い
て
の
研

究
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

本
学
の
将
来
の
発
展
を
考
え
る
に
は
、
こ

の
3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
よ
り
骨
太
に
、
よ

り
高
度
な
か
た
ち
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

6
年
制
の

教
職
課
程
を
視
野
に

　

1
つ
目
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
今

春
、
教
職
大
学
院
を
新
設
し
ま
し
た
。
本
学

以
外
に
も
教
職
大
学
院
は
設
置
さ
れ
ま
し
た

が
、
定
員
1
0
0
人
も
の
規
模
は
全
国
最
大

で
す
。
多
く
の
現
職
教
員
に
高
度
な
研
修
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

2
つ
目
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
本

学
の
教
員
就
職
率
は
全
国
1
位
で
す
が
、
現

状
に
満
足
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
2
年
前
、

中
教
審
か
ら
教
師
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一

部
改
善
を
求
め
る
答
申
が
出
さ
れ
、
平
成
₂₁

年
度
か
ら
新
し
い
要
素
を
組
み
込
ん
だ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
刷
新
さ
れ
ま
す
が
、
本
学
で
は

他
の
教
員
養
成
大
学
に
先
駆
け
て
今
年
度
か

ら
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
な
ど
国
際
的
に
高
い
教
育
成
果
を
挙
げ

て
い
る
国
は
6
年
制
の
教
職
課
程
を
導
入
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
学
で
も
₂₂
年
度
か
ら

学
部
の
一
部
の
コ
ー
ス
を
6
年
制
に
す
る
こ

と
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

使
命
感
を
持
っ
た

教
員
を
養
成

　

現
職
教
員
に
対
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
教
員

を
め
ざ
す
学
生
に
対
し
て
も
、﹁
使
命
感
﹂

を
持
っ
た
教
員
に
な
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
現
在
の
教
員
養
成
に
は
、

戦
前
の
師
範
教
育
が
持
っ
て
い
た
﹁
自
分
の

生
涯
を
教
育
に
捧
げ
る
﹂と
い
う
気
概
が
薄

れ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は

講
義
や
実
地
教
育
な
ど
を
通
し
て
、
教
員
と

し
て
の
使
命
感
を
培
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

教
員
の
仕
事
は
未
来
志
向
的
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
将
来
の
社
会
の
担
い
手
で
す
。
も

の
づ
く
り
産
業
は
製
品
を
数
年
先
の
社
会
に

ど
う
合
わ
せ
る
か
と
い
う
見
通
し
を
立
て
ま

す
が
、
人
づ
く
り
の
場
合
は
₁₀
年
先
、
₂₀
年

先
の
社
会
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
を
考

え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
将
来
あ
る
べ
き

人
の
姿
、
あ
る
べ
き
社
会
の
姿
を
考
え
ら
れ

る
教
員
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と

よ
り
深
い
連
携
を

　

1
つ
目
と
2
つ
目
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た

す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
3
つ
目
の
新

し
い
教
育
実
践
研
究
の
推
進
で
す
。
教
員
の

仕
事
は
未
来
志
向
的
と
言
い
ま
し
た
が
、
将

来
の
世
の
中
の
在
り
方
を
予
測
で
き
る
よ
う
、

哲
学
や
歴
史
、
人
間
論
、
社
会
論
な
ど
を
き

ち
ん
と
押
さ
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に

も
っ
と
注
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教

育
方
法
学
や
心
身
発
達
学
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

本
学
の
教
育
実
践
の
研
究
実
績
は
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
が
、
未
着
手
の
領
域

も
あ
り
、
研
究
方
法
に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
補
う
た
め
の
研
究
者
の
招
へ
い
、
学

内
の
研
究
チ
ー
ム
の
再
編
成
を
考
え
て
い
ま

す
。

　

3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
う
え
で
、

本
学
は
象
牙
の
塔
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
教
育
実
践
研
究
の
推
進
に
は
教
育

現
場
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
教

育
行
政
機
関
と
の
つ
な
が
り
も
よ
り
深
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
文
科

省
や
国
立
教
育
政
策
研
究
所
な
ど
と
連
携
を

密
に
し
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
研
究
成
果

も
国
の
教
育
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
よ

り
い
っ
そ
う
開
か
れ
た
大
学
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

創
立

₃₀
周
年

特
別

企
画

梶田叡一
学長が
語る

兵
庫

教
育
大
学
の

こ
れ
か
ら
の

ビ
ジ
ョ
ン

兵庫教育大学
教育研究振興基金へのお願い
創立30周年を迎えるにあたり「兵庫教育大学教育研究振興基金」を
設立しました。この基金は、みなさまからのご協力をいただきながら、教育
研究の充実を図り、社会から信頼される教員を養成するという使命を一
層果たしていくことを目的としています。昨年に募金活動を開始して以
来、修了生・卒業生、在学生、保護者、近隣市町、関係企業、教職員
OB・OG、教職員など多くの方々の支援をお願いしています。募金は9月
30日まで受け付けています。
問兵庫教育大学教育研究振興基金事務局（総務部総務課秘書室
内）

 0795・44・2406、2333　  0795・44・2009
 office-hisyo-r@hyogo-u.ac.jp

http：//www.office.hyogo-u.ac.jp/gen/kikin/index.html
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　大学院学校教育研究科の1期生の中に、「沖縄タイムス」歌壇

の選者、平山良明先生がいました。入学から2カ月が過ぎた昭和

55年6月、友人の一人が発起人となり、平山先生に短歌を師事

する同好者が集まって「短詩型文学同好会（嬉野台短歌会）」

が誕生しました。会員の中で白眉だったのが、第7回月例会から

参加された長谷川孝士教授（現兵庫教育大学名誉教授）で、1

期生が修了後の10年間、第89回まで会のお世話をいただいたも

のです。

　記念に出版した歌集「群
ぶり

星
ぶし

」にはこんな

作品が収められています。

▶しろき風さっと捨て去り娘らはペダル踏

みゆく津和野路の夏　岩田進

▶一かたを向きて静止のとき保つ葦べの

鷺の厳しき孤独　長谷川孝士

▶畜生ですら殺し合うことはすまいと思

ふ韓国軍隊は市民を殺す（光州事件）

　平山良明

　畏友、平山先生が島根に雪を見に

家族でいらしていた時には、わが家でお嬢さんが琉球舞踊を舞

い、近所の人も見物したことがありました。現在、島根県の同窓

生は1 3 6 人を数え、

県教育界の＂群星＂

としてきら星のごとく

光彩を放っています。

　創立30周年おめでとうございます。

学部1期生も卒業から22年、多くは中堅

の教員として、また私のように民間企業

に就職した者は中間管理職として、仕

事に家庭にいろいろと悩みの多い年代

を迎えました。時折、あの楽しかった日々、キャンパスに吹いてい

た風のにおいを思い出します。

　街に松田聖子や中森明菜

の曲が流れ、CDやテレホン

カードが登場した昭和57年、

私たち学部1期生200人は世

の流行とは無縁な?嬉野の丘

にやって来ました。先輩がい

ない1期生ですから何かと苦

労が多かったと言いたいところですが、実際は寄宿舎生活やク

ラブ活動、嬉望祭の立ち上げなど、何もかも一から皆でつくり出

す喜びを満喫した大学生活でした。私は、森田啓之（現体育・芸

術教育学系講師）、木村健二（現小学校教諭）とともに會田勝

研究室で学びました。教員採用試験も受けずに放送局のアナウ

ンサーをめざした風変わりな学生（私）が無事に卒業できたのも、

恩師の温かい指導、配慮によるものと感謝しています。

　最近、私が住む地域の中学校で問題が起こりました。私も朝

のあいさつ運動や校内見回りに参加し、教員の苦悩を目の当た

りにしました。教職に就いていない私が言うのも僭越ですが、学

校や教員を取り巻くさまざまな制約をものともしない頑丈さ、力強

さが今、求められていると思います。教員養成大学の役割がます

ます重要になる中、兵庫教育大学のさらなる発展を期待してい

ます。

島根県松江市立湖北中学校校長 OBS大分放送勤務

大学院学校教育研究科 学校教育学部
岩
いわ

田
た

進
すすむ

さん 平
ひら

野
の

賢
けん

さん

かけがえのない
歌仲間との出会い

一からつくる喜びに
満ちた学生生活

「未
あ し た

来を担う教師を創る」

▶▶記念講演、※記念式典
10月11日㊏　兵庫教育大学講堂
講師：山崎正和氏（中央教育審議会会長）

▶▶記念祝賀会※

10月11日㊏　加東市やしろ国際学習塾

▶▶記念音楽会※

10月11日㊏　加東市やしろ国際学習塾
クラリネットを中心とした吹奏楽オーケストラが

ベートーヴェンの交響曲第9番「合唱」の終楽章
を演奏。音楽専攻の学生らの合唱とオーケスト
ラによるアンサンブル。

▶▶記念美術展※

10月11日㊏～20日㊊　加東市やしろ国際学
習塾
10月21日㊋～26日㊐　滝野図書館ギャラリー

（加東市）
美術分野の教員の作品展です。

▶▶大学公開※

10月13日㊊㊗　兵庫教育大学加東キャンパス

▶▶加東市協賛事業※

10月～11月　加東市やしろ国際学習塾ほか
加東市からの要望により、大学教員が中心と
なって芸術・文化、スポーツ、子育てなどに関する

行事を開催します。

▶▶記念公開講座
10月～11月　加東市など
加東市など北播磨地域5市1町との連携による
記念公開講座。「歴史と文化フォーラム」「子育
て関連出前講座」「小・中学生のためのキャリア
フェア」などを予定しています。

▶▶大学院同窓生の集い
10月11日㊏　兵庫教育大学加東キャンパス

▶▶国際シンポジウム2008「教員リカレント
教育の新たな可能性を求めて－大学院にお
ける実践事例の国際比較－」
10月26日㊐　神戸新聞松方ホール
韓国、中国、米国の教員養成大学の教授らを招
き、教員の再教育について議論します。兵庫教

育大学教育・社会調査研究センター主催。

▶▶兵庫教育大学三十年史の刊行

記念行事のほか、教育研究に関する記念事業
も実施します
◦教育実践学の研究教育拠点の形成事業（教
材文化資料館の設立）
◦アジア教育交流基金の設立計画
◦教育研究環境の整備事業

▶▶記念事業についての問い合わせ
兵庫教育大学総務部総務課秘書室

 0795・44・2333　  0795・44・2009
 offi  ce-hisyo-r@hyogo-u.ac.jp

※は加東市と加東市商工会が中心となって発足し
た「兵庫教育大学創立30周年記念事業協賛会」と
兵庫教育大学の主催行事です

　創立30周年おめでとうございます。

学部1期生も卒業から22年、多くは中堅

の教員として、また私のように民間企業

に就職した者は中間管理職として、仕

事に家庭にいろいろと悩みの多い年代

　記念に出版した歌集「

作品が収められています。

▶しろき風さっと捨て去り娘らはペダル踏

みゆく津和野路の夏　岩田進

▶一かたを向きて静止のとき保つ葦べの

鷺の厳しき孤独　長谷川孝士

▶畜生ですら殺し合うことはすまいと思

1
期
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

島根県出身。昭和55年、大学院学校教育研究科言語系コースに入
学。修了後、島根県内の小中学校に勤務。教頭、県教育委員会指導
主事を経て、平成11年から中学校の校長に就く。現在の松江市立湖
北中学校で3校目。大学院同窓会島根支部会長。

西宮市出身。昭和57年、大分県立大分舞鶴高校から学校教育学部
生活・健康系コースに入学。62年、㈱大分放送（OBS）に入社。アナウ
ンサーとして9年間ラジオ、テレビに出演した後、ラジオディレクターを経
て、平成20年から総務部に勤務。

放送部の仲間と（右端が平野さん）

放送部の部長でした

大学図書館で貸し出しています

世帯寮で暮らしていたころ（右端が岩田さん）

兵庫教育大学
創立30周年記念行事

創立30周年を迎える今年10月を中心に、
「未

あ し た

来を担う教師を創る」をテーマにさま
ざまな記念行事を開催します。
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修士課程

学校教育学専攻

教育コミュニケーションコース

幼年教育コース

学校心理学コース

臨床心理学コース

特別支援教育学専攻 一部の授業科目のみ開講
※夜間クラス生は募集していません

教科・領域教育学専攻

言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合内容系コース

専門職学位課程
（教職大学院） 教育実践高度化専攻

授業実践リーダーコース

心の教育実践コース

さ
ま
ざ
ま
な

制
度
を
通
し
て

夜
間
ク
ラ
ス
生
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

近
年
、
多
く
の
大
学
が
夜
間
コ
ー

ス
を
開
設
し
、
社
会
人
学
生
の
受
け

入
れ
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

兵
庫
教
育
大
学
の
大
学
院
で
も
平
成

12
年
、
全
国
の
教
員
養
成
大
学
に
先

駆
け
て
神
戸
市
中
央
区
に
夜
間
コ
ー

ス
の
授
業
を
行
う
﹁
神
戸
サ
テ
ラ
イ

ト
﹂を
開
設
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
修
士
課
程
の
9
コ
ー
ス
と

専
門
職
学
位
課
程︵
教
職
大
学
院
︶

の
2
コ
ー
ス
を
﹁
昼
夜
開
講
制
﹂と
し
て
お
り
、

夜
間
ク
ラ
ス
生
も
希
望
す
れ
ば
加
東
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
昼
間
の
講
義︵
集
中
講
義
を
含
む
︶を

働
き
な
が
ら
大
学
院
に
通
い

教
育
実
践
力
を
身
に
付
け
る◎昼夜開講制コース一覧

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
で
は
修
士
課
程
の
9
コ
ー
ス
と

専
門
職
学
位
課
程（
教
職
大
学
院
）の
2
コ
ー
ス
を「
昼

夜
開
講
制
」に
し
て
お
り
、昼
間
は
教
職
な
ど
の
仕
事

に
就
い
て
い
る
人
に
も
学
び
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。昼
夜
開
講
制
の
あ
ら
ま
し
と
夜
間
ク
ラ
ス
の
授
業

を
行
う「
神
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
」を
紹
介
し
ま
す
。

神戸ハーバーラ
ンドの神戸情報
文化ビルの3階
にあります

長な
が

尾お

義よ
し

人と

体
育・芸
術
教
育
学
系
准
教
授

◎TEXT
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履
修
で
き
ま
す
。

　

昼
夜
開
講
制
の
ほ
か
、
通
常
2
年
の
修
学
期

間
を
3
年
に
延
長
で
き
る
﹁
長
期
履
修
学
生
制

度
﹂も
導
入
し
て
い
ま
す
。
夜
間
ク
ラ
ス
生
が

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
授
業
や
研
究
指
導

を
受
け
ら
れ
、
仕
事
と
学
業
の
両
立
が
し
や
す

い
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
ク
ラ
ス
の
授
業
は
1
日
2
時
限
で
、
6

時
限
目
が
18
時
30
分
～
20
時
、
7
時
限
目
が
20

時
10
分
～
21
時
40
分
で
す
。
仕
事
を
終
え
て
か

ら
サ
テ
ラ
イ
ト
に
通
学
す
る
こ
と
を
十
分
に
考

慮
し
た
時
間
帯
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
ど
の

コ
ー
ス
も
少
人
数
制
な
の
で
、
き
め
細
や
か
な

指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

神
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
は
昨
年
4
月
、
神
戸

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
﹁
神
戸
情
報
文
化
ビ

ル
﹂に
移
転
し
ま
し
た
。
新
し
い
サ
テ
ラ
イ
ト

に
は
講
義
室
が
6
室
、
演
習
室
が
10
室
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
が
あ
り
、
演
習
室
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
室
の
パ
ソ
コ
ン
は
自
由
に
使
え
る

　　夜間クラスを志願すれば自動的に制度が適用されるので

しょうか。また、加東キャンパスの昼間クラス生などには適用され
ないのでしょうか。

　　大学院を志願された際に制度の適用を申請し、大学が適切

な申請理由であると認めた人に限ります。加東キャンパスの昼間

クラス生には適用されません。ただし、理数系教員養成特別プロ

グラムの受講者については履修科目が多いことなどから全員に

適用されます。

　　制度の適用を受けていたが、在学途中で休職が可能にな

り学業に専念できるようになった場合は予定よりも早く修了でき

ますか。逆に、勤務の都合などにより、途中から制度の適用を受
けられますか。

　　前者は1年次の2月末までに申請し、許可を得られれば2年

で修了できます。後者も1年次の2月末までに申請し、理由が正

当と判断されれば制度が適用されます。

　　長期履修学生が1年間に履修登録できる単位数は。

　　大学院の授業科目については年間30単位、3年間で90単

位（3年間通して受講する課題研究<8単位>は含まない）まで登

録できます。修了に必要な単位数は、修士課程で32単位、専門

職学位課程（教職大学院）で50単位（うち実習科目の10単位

は免除できる場合あり）です。

※

教　育　最　前　線

授業は少人数制
で、活発に意見
が飛び交います

長期履修学生制度に関するQ&A

▶▶授業料（年額）
授業料年額×標準修業年限（2年）÷長期履修期間（3年）
※通常の2年分の授業料を3年に分割して納入することになります

※
加
東
キ
ャ
ン
パ
ス
の
昼
間
ク
ラ
ス
の
1
〜
5
時
限
か
ら
数

　
え
て
夜
間
ク
ラ
ス
の
授
業
は
6
、7
時
限
と
な
り
ま
す
。

ゆったりと3年かけて
授業や研究に取り組める
長期履修学生制度

夜間クラス生には昼間は働いている人が多くいます。
大学院では2年で規定の授業を履修することが原則ですが、長期履修学生制度を活用すれば
3年かけて授業や研究指導が受けられ、仕事と学業の両立がしやすくなります。

▶▶長期履修を申請できる人
夜間クラス志願者
理数系教員養成特別プログラム受講申請者

パ
ソ
コ
ン
や
図
書
の

充
実
に
努
め

 一
般
の
人
が
利
用
で
き
る

相
談
室
も
開
設

Q

Q

Q
A

A

A
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よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
専
用
の
図
書

も
整
備
し
、
計
画
的
に
蔵
書
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
加
東
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
が
所
蔵

す
る
文
献
も
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
の
人
も
利
用
で
き
る
﹁
臨
床
心

理
相
談
室
﹂を
開
設
し
て
い
ま
す
。
臨
床
心
理

士
の
有
資
格
者
や
臨
床

心
理
士
を
め
ざ
し
専
門

の
訓
練
を
受
け
た
相
談

員
が
、
幼
児
か
ら
成
人

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
心

の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
児
童
生
徒
、
保

護
者
の
対
応
な
ど
に

関
す
る
教
育
関
係
者
へ

の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
相
談
室
は
臨
床
心

理
学
コ
ー
ス
の
学
生

た
ち
の
心
理
臨
床
実
習
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
神
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
に
は
、
加
東

キ
ャ
ン
パ
ス
と
遜
色
の
な
い
設
備
、
機
能
が

整
っ
て
い
ま
す
。
夜
間
ク
ラ
ス
生
の
学
業
に
対

す
る
熱
意
と
向
学
心
に
応
え
る
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、

兵
庫
教
育
大
学
の
知
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◎所在地

教　育　最　前　線

臨床心理相談室では一般の人からの相談も受け付けています

教育関係の書物がそろう図書室。蔵書検索のパソコンもあります休憩時間は夜景を見ながら、ほっと一息

◎神戸サテライト臨床心理相談
　社会に開かれた相談室として開設。臨床心理士

の有資格者や臨床心理士になるための専門の訓練

を受けた相談員が、こころの悩みなどを抱える幼児か

ら成人までを対象に、さまざまな臨床心理学的技法

を用いて幅広い相談に応じています。また、児童生

徒、保護者の対応などに関する教育関係者へのコ

ンサルテーションにも積極的に取り組んでいます。

神戸市中央区東川崎町1-5-7神戸情報文化ビル3階

交通アクセス：JR「神戸」駅、市営地下鉄「ハーバーランド」駅

から徒歩8分、神戸高速鉄道「高速神戸」駅から徒歩13分

●開設時間　平日（水曜を除く）14：00～19：00

 土曜10：00～18：00

●利用方法　電話で要予約（有料）

●申し込み先　3078・361・5025
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教
員
に
な
っ
て
₂₀
数
年
に
な
り
ま
す
が
、

私
は
教
育
学
部
の
出
身
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
兵
庫
教
育
大
学
の
大
学
院
で
教
育
学

を
初
歩
か
ら
勉
強
し
直
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
サ
テ
ラ
イ
ト
で
学
ん
だ
こ
と
を

す
ぐ
に
授
業
で
生
か
せ
る
の
は
強
み
だ

と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
は
良
い
で
す
ね
。
心
の

教
育
実
践
コ
ー
ス
に
は
小
中
学
校
の
教
員

や
高
校
の
養
護
教
員
、
校
長
な
ど
7
人
の

学
生
が
い
ま
す
。
常
に
新
し
い
刺
激
を
受

け
て
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
生
徒
指
導
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
心
理
学
、
道
徳
教
育
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
﹁
心
の
教
育
﹂

を
学
ん
で
い
ま
す
。

神
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
は
J
R
神
戸
駅
か
ら
近

い
の
で
、
仕
事
と
学
業
の
両
立
に
は
最
高

の
立
地
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
に
は
お
薦

め
で
す
ね
。

一
言
で
言
え
ば
﹁
自
己
研
鑽
﹂
。
学
校
現

場
で
の
仕
事
を
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

見
る
こ
と
で
新
た
な
課
題
が
見
つ
か
り
、

そ
の
解
決
方
法
を
学
べ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
か
ら
で
す
。
サ
テ
ラ
イ
ト
に
通

う
の
は
時
間
的
に
慌
し
い
で
す
が
、
入
学

前
よ
り
も
気
持
ち
の
充
実
度
は
高
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

校
種
が
違
う
教
員
た
ち
と
一
緒
に
学
ぶ
の

は
刺
激
的
で
、
今
年
度
は
現
職
の
校
長
も

い
ま
す
。
学
校
現
場
で
の
校
長
と
は
違
う

姿
が
見
ら
れ
、
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
ね
。
サ
テ
ラ
イ
ト
で
学
ん
だ
こ
と
を

次
の
日
に
教
室
で
生
か
せ
る
こ
と
が
、
夜

間
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
一
番
良
か
っ
た
と
思

う
こ
と
で
す
。

入
学
以
来
、
毎
日
が
と
て
も
忙
し
い
で
す
。

で
も
、
振
り
返
る
と
入
学
前
も
忙
し
い
と

思
っ
て
い
た
な
あ
と
。つ
ま
り
、モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
で
働
き
な
が
ら
で

も
学
ぶ
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

大学院専門職学位課程（教職大学院）
授業実践リーダーコース2年

大学院専門職学位課程（教職大学院）
心の教育実践コース2年

神戸市立西落合小学校教諭

神戸市立長坂中学校教諭

西
にし

野
の

邦
くに

彦
ひこ

さん

藤
ふじ

井
い

謙
けん

介
すけ

さん

教　育　最　前　線

Q1 　夜間クラスを選んだ動機

Q2 　クラスの雰囲気や授業に対する感想

Q3 　夜間クラスへの入学を考えている人に＂先輩＂としてのメッセージを

A1

A1

A2

A2

A3

A3

夜間クラス生に聞く仕事と学業の両立
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このページでは日本学術振興会の科学研究費補助金を受けた研究を紹介し
ます。科学研究費補助金とは、すべての分野の「学術研究」を格段に発展さ
せることを目的に、独創的・先駆的な研究に対して助成を行うものです。基盤
研究、萌芽研究、若手研究に分かれており、萌芽研究は独創的な発想、特に
意外性のある着想に基づく芽生え期の研究が対象。研究期間は1～3年です。

　

食
品
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
国
民
の
関

心
は
高
く
、
環
境
汚
染
物
質
の
生
体
影
響
の

評
価
と
そ
の
軽
減
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
汚
染
物
質
の
一
つ
で
あ
る
メ
チ
ル
水
銀

に
は
神
経
毒
性
が
あ
り
、
メ
チ
ル
水
銀
を
多

量
に
含
む
魚
介
類
を
摂
取
し
た
人
々
に
水
俣

病
が
発
症
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
メ
チ
ル
水
銀
汚
染
に
よ
る
中
毒

の
危
険
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

低
濃
度
の
水
銀
汚
染
は
地
球
規
模
で
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
胎
児
・
小
児
の
精

神
、
運
動
の
発
達
に
及
ぼ
す
影
響
へ
の
懸
念

は
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
日
本
で
も
平

成
17
年
、
妊
婦
は
一
定
の
注
意
を
し
た
う
え

で
魚
介
類
を
摂
取
す
る
よ
う
に
と
い
う
勧
告

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

魚
介
類
の
安
全
性
は
常
に
議
論
の
対
象

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
魚
介
類
に
は

良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
や
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン

酸（
D
H
A
）、
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸

（
E
P
A
）な
ど
の
脂
肪
酸
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
私
た
ち
の
健
康
維
持
に
必
要
不
可

欠
な
栄
養
素
で
す
。
そ
の
た
め
、
栄
養
素
の

有
益
性
が
通
常
レ
ベ
ル
の
汚
染
物
質
に
よ
る

リ
ス
ク
を
上
回
り
、
魚
介
類
の
摂
取
は
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
栄
養
素

に
汚
染
物
質
の
毒
性
を
直
接
軽
減
で
き
る
機

能
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
私
た
ち
は
、
魚
介
類
の
脂
肪
酸
な
ど
が

メ
チ
ル
水
銀
の
神
経
毒
性
、
特
に
神
経
細
胞

死
を
軽
減
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
さ
ら
に
、
ど
う
す
れ
ば
毒
性
が
軽
減

で
き
る
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

私
は
、
D
H
A
の
機
能
に
つ
い
て
長
年
研

究
し
て
こ
ら
れ
た
増
澤
康
男
教
授（
自
然
・
生

活
教
育
学
系
）と
と
も
に
研
究
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
実
験
室
で
は
生
命
体

の
基
本
単
位
で
あ
る
細
胞
を
使
っ
て

調
べ
て
い
ま
す
。
細
胞
を
包
ん
で
い

る
膜
は
脂
質
二
重
膜
に
な
っ
て
い
ま

す
︻
図
1
︼。
D
H
A
を
培
養
細
胞
の

細
胞
膜
に
多
く
取
り
込
ま
せ
る
と
、

炎
症
反
応
に
か
か
わ
っ
て
い
る
物
質

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
細
胞
死

を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を
世
界
に
先

駆
け
て
報
告
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ほ
か
の
脂
肪
酸
に
は
見
ら
れ
な

い
D
H
A
だ
け
の
作
用
で
あ
り
、
ま

た
ビ
タ
ミ
ン
E
を
同
時
投
与
す
る
と

相
乗
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
食

品
中
の
栄
養
成
分
が
疾
病
を
制
御
で
き
る
可

能
性
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
研
究
で
も
、

D
H
A
は
細
胞
死
全
般
を
制
御
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た︻
図
2
︼。
ま
た
、
米

国
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
神
経
細
胞
に
お
け
る
細

胞
死
に
対
し
て
、
D
H
A
は
抑
制
効
果
を
持

つ
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

成
果
を
踏
ま
え
て
今
回
の
研
究
課
題
を
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
一
言
。
食
品
は
薬
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
魚
を
食
べ
る
と
頭
が
良
く
な
る
」や「
魚

は
水
銀
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
」な
ど
の
情
報

に
振
り
回
さ
れ
ず
、
日
々
の
食
事
の
基
本
は

「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
そ
ろ
っ
た
食
事
」で
あ

る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

自然・生活教育学系教授
岸
きし

田
だ

恵
え

津
つ

研究
レポート

R
e
p
o
r
t o

f R
e
s
e
a
r
c
h

食
品
成
分
は
環
境
汚
染
物
質
の
毒
性
を
軽
減
す
る
機
能
を
有
す
る
か

（
平
成
19
～
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金・萌
芽
研
究
に
採
択
）

細胞

細胞膜
（脂質二重膜）

光学顕微鏡
⇩

蛍光顕微鏡
⇩

D
H
A
添
加
⇩

な
し

あ
り

【図1】

【図2】

L929細胞の細胞膜にDHAを多く取り込ませた後、TNFというタン
パク質で細胞死を誘導した時の様子。左は光学顕微鏡で、右は蛍
光顕微鏡で観察したもの。細胞の核が赤い蛍光色素で染まってい
るのは細胞死が起こっていることを示す。DHAを添加した細胞群
に細胞死が少ないことが分かる

細胞死を調べているところ
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近年、全国的に始まった「教職員評価制度」。
その仕組みとねらいについて教えてください。

　現在、「教職員評 価制度」はほとんど
の都道府県と政令市で実施されています。
この制度は、従来の勤務評定制度とは異
なり、教職員一人一人が年度初めに目標
を自己申告します。目標とは、学校ビジョ
ンにベクトルを合わせた挑戦的で具体的
なものです。年度末には、目標達成に向
けた創意・工夫だけでなく、広く教育活
動のプロセスや成果に対しても複数の管
理職が分析評価し、教職員本人に結果を
開示し、アドバイスをします。
　教職員が難しい目標に挑み、その努力
や成果を評 価・アドバイスされることで、
教職員の能力開発を促すと同時に、学校

ビジョンに全 教職員が 方向 性を合わせ
た活動をすることで組織の活性化が図ら
れます。つまり、勤務評定制度が「評価」
と、その結果を処理する「査定」を中心と
した制度、言い換えれば評価の断面だけ
の制度であるのに対して、教職員評価制
度は人と仕事に関するよりトータルな制
度であり、教職員育成と学校組織活性化
を通じて、学校の教育活動の充実をめざ
すシステムだと理解すべきでしょう。
　 教 職 員が「目標で 育 つ」「 評 価で 育
つ」ことを支援するのが教職員評価制度
です。

　渡邉満教授（基礎教育学系）を代表とする「モノづくりを支え

る人たちの物語」製作プロジェクトでは、松下電器産業㈱の全

面的な協力のもとに、このDVD指導書を完成させました。

　学校教育に関する今日的課題を念頭に置き、緊急の課題と

なりつつあるシティズンシップ教育やキャリア教育、環境教育に

も活用できる教材を製作しました。このDVD指導書は、松下電

器産業㈱の社会貢献事業の一環として無償で全国の学校に

提供されています。学校の課題や取り組みに応じて活用してく

ださい。

シティズンシップ教育・
キャリア教育・環境教育

　子どもの言語力の育成は、国語科だけでなく、すべての教

科・領域において学校教育全体で取り組むものです。言語力

をつけるためには、内容知につながる情報を習得させ、情報

間の関係を納得的に分からせることが必要です。内容知8割、

方法知2割で展開される社会科の授業は、言語力育成の面

でも有効性が高いのです。

　本書は、社会科における言語力の育成について、記述・報

告、解釈、説明、判断をキーワードに、教育実践現場ですぐに

使える理論と授業実践モデルを具体的に提案しました。
※教員の著書は附属図書館
で閲覧できます。詳しくは学
術情報課30795･44･2062
へ問い合わせてください。

「言語力」をつける
社会科授業モデル 小学校編

教員の
著書紹介

基礎教育学系教授
浅
あさ

野
の

良
りょう

一
いち

製作：「モノづくりを支える人たちの物語」
  製作プロジェクト

（東京書籍・平成19年刊）

教育時事
一問一答

（明治図書・平成20年刊）
編著：岩田一彦（社会・言語教育学系特任教授）
 米田 豊（社会・言語教育学系教授）

推薦人:松本剛（臨床・健康教育学系准教授）

シティズンシップ教育・

A
「言語力」をつける
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新
山
眞
弓
先
生
の
専
門
は
ピ
ア
ノ
と
ソ

ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
。
演
奏
や
授
業
に
役
立
つ
科

学
的・
実
証
的
研
究
を
は
じ
め
、
ピ
ア
ノ
の

基
礎
的
奏
法
や
楽
曲
の
演
奏
法
を
音
楽
教

育
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

音
符
の
正
確
な
書
き
方
な
ど
の
基
礎
的

な
こ
と
か
ら
、
弾
き
歌
い
の
際
の
伴
奏
の

抑
揚
や
感
情
表
現
と
い
っ
た
専
門
的
な
こ

と
ま
で
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

音
楽
は
文
字
や
言
葉
で
伝
え
る
の
が
困
難

な
の
で
、
実
際
に
演
奏
し
な
が
ら
の
指
導

は
大
変
分
か
り
や
す
い
で
す
。
講
義

中
に
発
言
す
る
時
は
声
の
大
き
さ

や
言
葉
遣
い
も
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、

私
た
ち
は
教
員
に
な
る
自
覚
を
再
認

識
し
ま
す
。
講
義
中
も
教
室
内
を

歩
き
回
り
、
学
生
一
人
一
人
の
到
達

度
を
確
認
し
な
が
ら
助
言
さ
れ
ま
す
。

初
め
の
こ
ろ
は
声
を
か
け
ら
れ
て
緊

張
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

で
は
ど
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ

る
の
か
楽
し
み
に
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
学
生

と
の
交
流
を
大
切
に
さ
れ
、
し
ば
し

ば
一
緒
に
食
事
を
し
ま
す
。
年
度
替

わ
り
に
は
ク
ラ
ス
全
員
で
お
花
見
や
食
事

会
も
開
き
ま
す
。
い
つ
も
私
た
ち
の
様
子

を
気
に
か
け
て
く
だ
さ
り
、
悩
み
事
も
親

身
に
な
っ
て
聞
い
て
く
だ
さ
る
の
で
、
下
宿

し
て
い
る
学
生
に
と
っ
て
は
母
の
よ
う
な
存

在
で
も
あ
り
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
先
生
に
出
会
え
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
な
が
ら
、
私
自
身
も
よ
り
多

く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
尊
敬
さ
れ
る
教
員

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
現
代
の
教
育
制
度
は
、
多

く
の
知
識
を
学
生
に
教
え
ま
す

が
、
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」と
は
、
国
連
の

チ
ョ
ウ
ド
リ
前
事
務
次
長
の
言

葉
で
す
。
私
が
学
生
た
ち
と
接

す
る
時
に
痛
切
に
感
じ
て
い
る

こ
と
の
一
つ
で
す
。

　

私
は
、
大
学
時
代
に
師
事
し

た
先
生
に
対
し
て
、
専
門
知
識

の
豊
富
さ
以
上
に
、
生
き
方
や

人
間
性
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
対

話
を
重
ね
る
中
で
、
知
識
を

生
き
た
知
恵
に
応
用
、
転
換

し
、
社
会
に
還
元
し
て
い
く
こ

と
も
学
び
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
学
生
を
育
て
た
い
と
い
う
の

が
、
現
在
の
私
の
教
育
目
標
で

も
あ
り
ま
す
。
教
育
の
知
識
や

方
法
を
習
得
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
人
の
痛
み
を
理
解
し
、
児

童
生
徒
の
た
め
に
労
を
惜
し
ま

な
い
教
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

私たちの
先生

新山眞弓 准教授
体育・芸術教育学系

講
義
の
た
び
に
い
た
だ
く

ア
ド
バ
イ
ス
が
楽
し
み
で
す

先
生
か
ら
学
生
た
ち
へ

新山眞弓 にいやま・まゆみ
岡山県出身。昭和56年、愛知県立芸術大学卒業。平成
5年、兵庫教育大学実技教育研究指導センター講師に
就任し、19年から学校教育研究科准教授に。保科理論
によるピアノ独奏曲の楽曲分析・演奏解釈の研究、ATに
よるステージ・フライトの抑制法の研究などに取り組んで
いる。日本演奏連盟会員。 学校教育学部芸術系コース2年

河
か わ い

合真
ま

希
き

さん

学生１人１人に的確なアドバイスを送ってくださいます
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　今年4月、初めての異動で、企画政策課の広報担当か

ら総務課に移りました。総務課では給与に関することや職

員の福利厚生などを担当しています。職員が1人異動す

るだけで保険や各種手当などのさまざまな変更が必要と

なるため、異動が多い4月は1年で一番忙しい時期です。

　異動直後はゼロからのスタートで、仕事を覚えるだけで

精一杯でした。給料日は待ってくれませんし、1円たりとも

間違いが許されません。目まぐるしい毎日を送っていまし

た。今は少し落ち着き、冷静に自分の仕事をこなせるよう

になってきています。総務課は対外的な仕事は少ないの

ですが、新しい言葉や制度、仕組みなどを知る機会が多く、

「未知の世界に踏み込める」ことを楽しめるようになって

きました。まだミスしてしまうこともありますが、そんな時こそ

「自分が成長できるチャンス」だと考えて、反省しても落ち

込まないようにしています。

　また、「何事にも感謝の気持ちを忘れない」ということも、

心がけていることの一つです。同じ部署、同じ部屋で働く

者同士が気持ちよく仕事ができるように、素直に「ありがと

う」が言える自分でありたいと思っています。

　3年前に大学院を修了後、中学校の常勤講師として

英語を教えていました。仕事の傍ら、通信教育で小学

校教員の免許状を取得。小学校教員になって1年目の

昨年度、いきなり2年生を担任することになりました。中

学生を相手にしてきた自分にとっては、いろいろなことが

初体験でした。

　一番困ったのは言葉がうまく伝わらないことでした。あ

る日、「プリントを提出してください」と言ったら、子どもた

ちは意味が分からず戸惑ってしまいました。それからは

子どもたちの反応を見ながら、やさしい言葉で話すこと

を心がけてきました。

　今年度は6年生を担任しています。低学年と比べて、

学校全体にかかわる活動や学年で取り組む行事が多く

あります。5月の修学旅行もみんな元気で無事に終える

ことができました。子どもたちにとっては小学校最後の1

年です。担任として、彼らに生涯忘れられない良い思い

出を残せるようベストを尽くしたいです。

　これからも子どもたちから学ぶ姿勢をいつまでも大切

にし、日々努力していきたいと思っています。

卒業生からの
手紙

加東市総務部総務課員
大
おお

西
にし

直
なお

美
み

さん

新
し
い
仕
事
で
未
知
の
世
界
を
知
る
喜
び

小
学
校
教
員
の
仕
事
に
奥
の
深
さ
を
実
感

大阪府高槻市立上牧小学校教諭
和
わ

田
だ

博
ひろ

之
ゆき

さん

徳島県出身。平成13年に学校教育学部言語系コースを卒業し、1年間、加東郡
（現加東市）の小中学校に臨時教員として勤務。その後、旧社町に採用される。
今年4月、企画政策課から総務課に異動した。

大阪府出身。平成17年、大学院修士課程言語系コースを修了後、高槻市の中
学校に講師として勤務しながら小学校教員免許状を取得。19年、高槻市立上
牧小学校に着任。今年度は6年生を担任している。

広報のころに比べて職員からの問い合わせの数が格段に増えました

英語活動で絵本「Brown Bear, Brown Bear, What Do You See？」を読み聞かせ
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ダ
イ
バ
ー
や
水
族
館
の
職
員
、
漁
師
ら
が

海
に
関
す
る
環
境
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

討
議
し
、
交
流
を
深
め
る「
海
辺
の
環
境
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
8
回
目
と
な
る
今
年
は

2
月
29
日
か
ら
3
日
間
、
家
島
群
島
の
西
島

（
姫
路
市
）に
あ
る
い
え
し
ま
自
然
体
験
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

横
山
大
樹
さ
ん
は
大
学
入
学
後
、
相
生

湾
の
エ
コ
ツ
ア
ー
や
大
阪
湾
で
の
ア
マ
モ
の

植
え
付
け
な
ど
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
。
そ
れ
ら
の

実
績
が
認
め
ら
れ
、

学
生
で
た
だ
一
人
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実

行
委
員
に
名
を
連

ね
ま
し
た
。「
い

ろ
い
ろ
な
立
場

の
人
と
意
見
を

交
換
し
て
あ
ら

た
め
て
実
感
し

た
の
は
、
海
辺

の
環
境
教
育
の

実
践
に
は
教
員

だ
け
の
力
で
は

限
界
が
あ
り
、

漁
協
や
水
族
館
な
ど
と
の
連
携
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
水
族
館
の
研
究
職
に
就
き
た

か
っ
た
と
い
う
横
山
さ
ん
。
小
学
6
年
生
の

時
、
釣
り
好
き
だ
っ
た
担
任
教
員
に
絶
滅
危

惧
種
の
淡
水
魚
、
オ
ヤ
ニ
ラ
ミ
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
こ
と
か
ら

魚
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
高
校
時
代
は

友
人
た
ち
と
川
や

海
に
出
か
け
、
魚
を

捕
ま
え
て
は
自
宅
で

飼
育
し
、
そ
の
生
態

を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し

て
い
た
そ
う
。し
か
し
、

高
校
3
年
生
の
夏
、
あ
る
こ
と
を
機
に
小
学

校
教
員
を
め
ざ
す
こ
と
を
決
心
し
ま
す
。

　
「
魚
を
気
味
悪
が
っ
て
い
た
友
人
が
川
や

海
に
通
う
う
ち
、
自
分
か
ら
魚
に
触
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
生
き
物

と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と

思
っ
た
ん
で
す
」。
魚
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
を
与
え
て
く
れ
た
恩
師
と
同
じ
職
業
を
志

し
た
の
は
、
不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

環
境
教
育
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
務
め

る
機
会
も
多
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教
材
を
用

い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。「
ど
ん
な
鳥
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
た
か
」な
ど
の
質
問
を
つ
づ
っ

た
自
然
散
策
カ
ー
ド
、
魚
の
外
見
の
特
徴
を

学
べ
る
カ
ラ
ー
魚
拓
な
ど
に
は
、「
将
来
、
子

ど
も
が
生
き
物
や
自
然
に
対
し
て
お
の
ず
と

興
味
、
関
心
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
が

し
た
い
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

8
月
の
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
の
勉
強
も

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
。
自
作
の
教
材
が
活
躍
す

る
日
も
そ
う
遠
く
あ
り
ま
せ
ん
。

キャンパス通信

実行委員会が作成したフォーラムの報告書。1,000
円。購入希望者はgarasan@rc5.so-net.ne.jp（実
行委員長代理：相楽充紀あて）にメールを

フォーラムの分科会にて（相楽充紀撮影）

フォーラムのポスターセッションに環境教育の様子を描いたポスターを出品。学生特別賞を受賞しました

Campus Report

（相楽充紀撮影）

湾
の
エ
コ
ツ
ア
ー
や
大
阪
湾
で
の
ア
マ
モ
の

フォーラムの分科会にて（相楽充紀撮影）

ね
ま
し
た
。「
い

ろ
い
ろ
な
立
場

の
人
と
意
見
を

フォーラムのポスターセッションに環境教育の様子を描いたポスターを出品。学生特別賞を受賞しました

実行委員会が作成したフォーラムの報告書。1,000
円。購入希望者はgarasan@rc5.so-net.ne.jp（実

（相楽充紀撮影）

子どもたちの
環境保全に対する

意識をはぐくむ
教員をめざして

学校教育学部自然系コース4年
横
よこ

山
やま

大
だい

樹
き

さん

姫路市出身。平成17年に入学して以来、各地の環境教育活動に積極的
に参加。今年2月には「海辺の環境教育フォーラム2008inいえしま」の
実行委員を務める。その後、学生による海辺の環境教育活動団体「やこ
うちゅう.」、海辺の活動ネットワーク「海・くる～・ネット」を立ち上げる。

ス ポット・ライトス ポット・ライトス ポット・ライト

●海辺の環境教育フォーラムとは
海辺の環境教育にかかわる人のネットワークづくりを掲げ、
平成13年に静岡県西伊豆でスタート。以来、各地の沿岸地
域で開催されています。ダイバーや水族館職員、漁師、NPO
法人、学校教員などが参加し、海辺の環境教育を考えるミー
ティング、その報告書の作成、メーリングリストの運営が主な
事業。8回目の今年は初めての瀬戸内海沿岸、家島（姫路
市）で開かれました。
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2
年
生
の
時
に
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
大
会
に

出
場
し
た
り
、
学
祭
を
盛
り
上
げ
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
チ
ア
の
素
晴

ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

チ
ア
は
見
る
人
に「
元
気
・
勇
気
・
笑
顔
」

を
与
え
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
引
退
し
た
現

在
も
、
よ
り
多
く
の
人
に
チ
ア
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
学
校
が
長
期
休
業

の
時
に
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

2
年
前
に
出
会
っ
た
子
ど
も
の
一
人
に
ダ

ウ
ン
症
の
女
の
子
が
い
ま
し
た
。
彼
女
は

み
ん
な
で
活
動
す
る
こ
と
が
苦
手
で
し
た

が
、
チ
ア
に
取
り
組
む
中
で
た
く
さ
ん
の

成
長
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
に
教

え
始
め
た
こ
ろ
は
、
み
ん
な
自
分
の
ダ
ン

ス
を
覚
え
る
こ
と
に
精
一
杯
で
し
た
。
し

か
し
、
練
習
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
子
ど
も

同
士
で
教
え
合
い
、
助
け
合
う
姿
が
見
ら

れ
、
最
終
日
に
は
発
表
会
を
成
功
さ
せ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
懸
命
な
姿
勢
に
、

私
が
「
元
気
・
勇
気
・
笑
顔
」を
も
ら
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　私は金沢の大学で物理学を学びま
したが、卒業後は人の役に立つ仕事
をしたいと、郷里の兵庫で消防隊員
になりました。しかし、教員になりたいという思いを抑え
られず、教員免許状を取得しました。それから10余年、
石川県の中学、高校の教壇に立ちました。教員の仕
事に対する熱い思いは変わらないものの、理想と現実
のギャップに悩むことが多々ありました。多忙な職場で
はその対処法をじっくり考えることもできないまま、場当
たり的な指導を繰り返してしまうことにジレンマを感じ

ていました。
　教職大学院では今日的な教育課題に対して、多分
野の先生方から、さまざまな視点で指導していただけ
ることにとても魅力を感じています。先生方や学友とと
もに、教職大学院の新しい歴史を創造する喜びを実
感しながら、好奇心の羽を大いに広げて、研究・実践
活動に取り組んでいきたいと思います。

学校教育学部芸術系コース4年
吉
よし

川
かわ

美
み

希
き

さん 本番前の1コマ。ダンス
を入念にチェックします

発表会は大成功！子ども
たちと笑顔で記念撮影

大学院専門職学位課程（教職大学院）
授業実践リーダーコース1年

沖
おき

野
の

信
しん

一
いち

さん

現職のころに
果たせなかった
課題解決に取り組みたい

子
ど
も
た
ち
に

チ
ア
を
教
え
て

｢

元
気・勇
気・笑
顔
」を

こ れ に 夢 中 ！

N e w F a c e

現職のころに
N e w F a c eN e w F a c e

こ れ に 夢 中 ！こ れ に 夢 中 ！
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西
脇
市
高
松
地
区
に
あ
る
長
明
寺
は
平
安
末
期
の
武

将
、
源
頼
政
ゆ
か
り
の
寺
。
毎
年
4
月
29
日
に
開
催
さ

れ
る
「
頼
政
祭
」は
地
区
を
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、

今
年
も
境
内
に
は
大
勢
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
区
長

ら
の
開
式
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
兵
庫
教
育
大
学
よ

さ
こ
い
部「
チ
ー
ム
鬼
灯
」の
面
々
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

黒
と
白
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
衣
装
に
身
を
包
み
、

鳴
子
を
手
に
し
た
部
員
た
ち
は
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り

を
披
露
。
鳴
子
の
軽
快
な
音
に
誘
わ
れ
た
手
拍
子
が
境

内
全
体
に
響
き
渡
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
踊
り
終
え
ま

し
た
。

　
「
初
め
て
頼
政
祭
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

境
内
が
砂
地
だ
っ
た
の
で
足
を
取
ら
れ
た
り
と
、
い
つ

も
と
勝
手
が
違
う
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
ま
ず

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
見
せ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ご
縁
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
深
め
て

い
け
れ
ば
」と
部
長
の
勝
呂
良
太
さ
ん
（
学
校
教
育
学
部

3
年
）。

　

発
足
か
ら
10
年
目
を
迎
え
た
チ
ー
ム
鬼
灯
に
は
、
大

学
院
生
や
留
学
生
も
含
め
て
男
女
30
人
の
部
員
が
い
ま

す
。
全
国
各
地
の
大
会
に
出
場
す
る
ほ
か
、
学
校
に
出

向
い
て
児
童
生
徒
に
踊
り
を
教
え
た
り
、
地
域
の
祭
り

に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
頼
政
祭
に
招
か
れ
た
の
は
、

今年で結成10年目を迎えた
よさこい部「チーム鬼灯」は
昨年度から北播磨県民局の

「北播磨地域ビジョン」委員会の一員として
地域交流活動により力を入れています。

うれしの交差点

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
よ
さ
こ
い
で

地
域
住
民
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
す

よさこい部「チーム鬼
ほおずき

灯」

扌今年3月に開催したチームの自主イベント「よ
っ社こいこいまつり」。地域のよさこいグループが
競演し、露店なども並びました
➡マイクを手にメンバーを鼓舞する沼田さん

～兵庫教育大学と地域の交流ページ
ルポ
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Ureshino Scramble

チ
ー
ム
が
昨
年
度
か
ら
、
北
播
磨
県
民
局
が
住
民
と
と

も
に
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
「
北
播
磨
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
」の
委
員
会
に
加
わ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

部
員
た
ち
に
入
会
を
勧
め
た
の
は
、
同
委
員
会
の
企

画
部
会
長
を
務
め
る
森
田
啓
之
講
師（
体
育
・
芸
術
教
育

学
系
）。「
彼
ら
は
か
ね
て
か
ら
積
極
的
に
地
域
の
人
々

と
交
流
し
て
き
た
の
で
、
委
員
に
は
好
適
で
し
た
。
頼

政
祭
に
出
演
し
た
の
も
委
員
会
で
祭
り
の
関
係
者
と
知

り
合
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」。
ビ
ジ
ョ
ン
の
趣
旨
に

沿
っ
た
活
動
で
あ
れ
ば
一
部
の
費
用
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

部
員
の
沼
田
梨
絵
さ
ん
（
学
校
教
育
学
部
2
年
）は
「
私
た

ち
は
踊
る
の
が
大
好
き
。
よ
さ
こ
い
の
魅
力
を
紹
介
で

き
る
機
会
が
増
え
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」と
話
し

ま
す
。

　
「
ホ
オ
ズ
キ
の
赤
い
実
の
よ
う
に
弾
け
た
踊
り
を
見
せ

た
い
」と
い
う
の
が
チ
ー
ム
名
の
由
来
。
北
播
磨
の
地
域

づ
く
り
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
今
後
も
よ
さ
こ
い
を
通

し
て
多
く
の
人
々
に
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

教職員の研修会や
生涯学習の場に
大学教員が出張講義します

創立30周年と教職大学院の開設を記念
し、今年度から現職教員の大学院生を
対象に、研究奨学金を支給する事業を
始めました。この事業は㈱ベネッセコーポ
レーションからの寄附金を活用したもの
で、現職教員の実践的な研究を奨励し、
わが国の学校教育に有用な人材の育
成に寄与することを目的とします。詳しく
はhttp：//www.office.hyogo-u.ac.jp/
stu/syougaku/doc/benesse.htmlを
ご覧ください。

ベネッセ教員育成研究
奨学金事業をスタート

スクール・パートナーシップ事業

小・中・高校などの教育現場での教職員
の研修会をはじめ、自主的な研究グルー
プ、学習サークルといった地域の生涯学習
の場に大学教員を派遣します。平成14年
度のスタート以来、「教員の資質向上」「教
育の質的向上」「地域内教育の活性化」

「児童・生徒等の学習意欲の向上」を4本
柱に数多くの講座を開いてきました。今年
度は講座内容をさらに充実させ、社会の
変動とともに日々変化する学校現場の要
望や、高度化・多様化する生涯学習のニー
ズに応えます。
◎派遣依頼の方法

①講座テーマを一覧にした
パンフレットを請求（大学ウェブサ
イトhttp://www.hyogo-u.ac.jp/
offi  ce/chiiki/chiiki/partnership20/
schoolpartner.htmにも一覧を掲
載）②パンフレットで希望の講座テーマが
見つかれば担当教員に直接連絡を取り、
日程や講義内容などを打ち合わせる③大
学に「派遣依頼書」を送付する
◎事業利用料

1回の派遣につき2万円（別途派遣先まで
の往復の交通費）。開講日の5日前までに
入金していただきます。ただし、兵庫教育
大学大学院と連携協力校の協定を結んで
いる学校からの依頼については事業利用
料を免除します。
◎パンフレットの請求と問い合わせ

地域交流推進センター30795・44・2053

➡「頼政祭」では「正調よさこい」
「ハレルヤ」の2曲を踊りました

載）②パンフレットで希望の講座テーマが

北播磨県民局が音頭を取り、住民の参画と協働のもと、地

域の資源や財産を最大限に生かしながら、真の豊かさや生

活の楽しさを実感できる地域づくりの方向性を明らかにしよう

として提案するものです。

◎心肺蘇生法を普及させ「命の教育」を推進していこう

北播磨地域の中学校を中心に心肺蘇生法やAEDの講習

「命の教育」を行っています。

◎ちょっと素敵な北バーン創造委員会

北播磨地域の青年会議所が中心となり多くの若者を巻き込

みながら、まちづくり活動に取り組みます。

◎歩いて見ようよ 北播磨

地域の自然、文化、歴史の再発見やウォーキングによる健康

維持をめざしコースマップを作成。各団体のウォーキングイベ

ントを応援し、新たなコースもつくります。

◎北播磨の自然を生かした活動を考えるグループ

北播磨の大きな財産である自然を守り、楽しみながら地域コ

ミュニティーを活性化させていく方法を検討します。

◎地域子どもの日をつくろう

子どもと遊ぶイベントを年に数回実施。子ども会や子育てグ

ループに竹とんぼ作りや紙細工などのノウハウの提供もして

います。

◎チームあいあい☆子ども夢プラン☆

ビジョン委員会に参加している若者が中心となり、子どもたち

が考えた体験イベントを実施します。

◎「よさこい」を活用した地域交流グループ

兵庫教育大学よさこい部「チーム鬼灯」がよさこいを通して

地域住民との交流を深めます。

◎JR加古川線沿線駅を交流の場に

JR加古川線の駅とその周辺整備、鉄道の利用促進などに

取り組み、地域住民の交流の場づくりをめざします。　  など

北 播 磨 地 域 ビ ジ ョ ン と は
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 ＝問い合わせ先　  ＝申し込み先

この印刷物は再生紙を使用しています。

◎平成21年度学生募集
☆学校教育研究科
◎入学定員　修士課程200人、専門職学位課程

（教職大学院）100人
前期と後期の2回に分けて募集します。

＜前期選抜試験＞
修士課程
◎募集人員

専門職学位課程（教職大学院）
◎募集人員

◎出願期間　7月18日㊎～25日㊎（消印有効）
◎試験日　8月23日㊏（筆記・口述）、24日㊐（口述）
◎合格者の発表　9月12日㊎10：00

＜後期選抜試験＞
修士課程
◎募集人員

専門職学位課程（教職大学院）
◎募集人員

◎出願期間　10月10日㊎～17日㊎（消印有効）
◎試験日　11月15日㊏（筆記・口述）
◎合格者の発表　12月5日㊎10：00
※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開講制で

す。昼間クラスは加東キャンパスで、夜間クラスは主に神

戸サテライト（神戸市中央区）で開講します。

※言語系コースには国語分野と英語分野、自然系コース

には数学分野と理科分野、芸術系コースには音楽分野

と美術分野があります。
入試課  0795・44・2067

◎大学院学校教育研究科説明会
神戸、大阪、東京で開催。大学院学校教育研究科

（修士課程、専門職学位課程）の教育課程や専
攻・コースの概要などについて説明します。個別相
談の時間も設けます。
◎神戸市総合教育センター
6月14日㊏、28日㊏、7月12日㊏、9月13日㊏、27日㊏、
10月4日㊏13：30～15：00
◎キャンパス・イノベーションセンター大阪
7月5日㊏、9月20日㊏14：00～15：30
◎キャンパス・イノベーションセンター東京
7月5日㊏、9月20日㊏13：30～15：00

入試課
　　  0795・44・2067　  0795・44・2069
　　  offi  ce-nyushi-k@hyogo-u.ac.jp

◎平成20年度大学院
 オープンキャンパスウィーク
神戸サテライトで夜間クラスの授業を公開します。
◎日時　6月23日㊊～25日㊌、27日㊎の18：00～21：50
◎場所　兵庫教育大学神戸サテライト

企画課
  0795・44・2008　  0795・44・2009
  offi  ce-kikaku-k@hyogo-u.ac.jp

◎平成20年度学校教育学部
 オープンキャンパス
受験生やその保護者、高校の進路指導担当者など
が対象です。
◎日時　7月20日㊐11：00～16：00
 （受付開始10：30～）
◎場所　兵庫教育大学

入試課 
　  0795・44・2067　  0795・44・2069
　  offi  ce-nyushi-k@hyogo-u.ac.jp

◎公開講座の受講生募集
コンパスのみで作図する－作図問題を巡る話－
◎日時 8月8日㊎13：00～16：30
◎場所　兵庫教育大学共通講義棟
◎対象　中学生以上、小中高校の教員
◎定員 10人（受講希望者が2人以下の場合は開

講しません）
◎受講料　4,700円

地域交流推進センター  0795・44・2053

編 集 後 記

●今年度で創立30周年という区切りを迎える兵庫教育大学は、多難な教育現場の要求
に対応できる人材の育成に取り組んできました。夜間大学院の開設や教職大学院の設置
といった他大学に先駆けた教育環境を整備したのも、その一環です。今号は、本学の30
年の歩みと新しい教育体制を広く知っていただければとの思いで編集しました。（な）
●新たなスタッフとともに編集した第1号が完成しました。前号までご尽力いただいたスタッ
フのみなさんに感謝するとともに、新体制でこれからも＂兵教大の輝き＂を広くお伝えしてい
きたいと決意を新たにしています。今年度に発行する「教育子午線」は「創立30周年記念
特集号」として従来よりもボリュームアップします。お楽しみに。バックナンバーは本学ウエブ
サイトhttp://www.hyogo-u.ac.jpでご覧いただけます。（に）

｢教育子午線｣では、読者のみなさまの声を生かした誌面づくりをめざしています。
はがきかメールでご意見、ご感想を寄せていただいた方には、オリジナル・シャープ
ペンシルを進呈します。
●あて先：〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学企画課広報・社会連携事務室
30795･44･2334 50795･44･2009   office-renkei-r@hyogo-u.ac.jp
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>Information> 兵庫教育大学からの
お知らせ

◎ あ な た の 声 を お 聞 か せ く だ さ い

▶教育実践高度化専攻
学校経営コース
授業実践リーダーコース

心の教育実践コース

小学校教員養成特別コース

20人
25人

若干人
16人

若干人
25人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

▶教育実践高度化専攻
学校経営コース
授業実践リーダーコース

心の教育実践コース

小学校教員養成特別コース

若干人
5人

若干人
4人

若干人
5人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

▶学校教育学専攻
教育コミュニケーションコース

幼年教育コース

学校心理学コース
臨床心理学コース
▶特別支援教育学専攻
心身障害コース
特別支援教育コーディネーターコース
▶教科・領域教育学専攻
言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合内容系コース

▶学校教育学専攻
教育コミュニケーションコース

幼年教育コース

学校心理学コース

臨床心理学コース
▶特別支援教育学専攻
心身障害コース
特別支援教育コーディネーターコース
▶教科・領域教育学専攻
言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合内容系コース

8人
若干人

8人
若干人

15人
25人

18人
8人

18人
若干人

16人
若干人

13人
若干人

15人
若干人

16人
若干人

2人
若干人

2人
若干人
若干人

5人
15人

2人
2人

2人
若干人

4人
若干人

2人
若干人
若干人
若干人

4人
若干人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
昼間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
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